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は
し
が
き

稿
者
は
、『
元
秘
抄
』
伝
本
の
書
誌
学
的
な
調
査
・
研
究
の
階
梯
と
し
て
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵
の
『
元
秘
抄
』
及
び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化
研
究
機

構 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
と
略
称
す
る
）
所
蔵
の
田
中
穣
氏
旧
蔵

典
籍
古
文
書
（
以
下
、
田
中
本
と
略
称
す
る
）
に
含
ま
れ
る
『
元
秘
抄
』
の
略
解
題

を
提
示
し
た
（
（
（

。
本
稿
も
、
旧
稿
①
②
と
同
様
、『
元
秘
抄
』
伝
本
の
書
誌
学
的
な
調

査
・
研
究
の
階
梯
の
一
環
と
し
て
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
（
以
下
、

高
松
宮
本
と
略
称
す
る
）
に
含
ま
れ
る
『
元
秘
抄
』
二
本
の
略
解
題
を
提
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、『
元
秘
抄
』
の
伝
本
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

『
元
秘
抄
』
は
鎌
倉
時
代
の
高
辻
長
成
（
一
二
〇
五
～
一
二
八
一
）
が
編
ん
だ
我

が
国
の
年
号
選
定
に
関
す
る
故
実
書
で
あ
る
（
（
（

。

こ
こ
で
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
『
元
秘
抄
』
二
本
が
含
ま
れ
る
歴
博
所
蔵
の
高
松

宮
本
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
は
、
有
栖
川
宮
家

伝
来
の
蔵
書
群
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
三
年
（
大
正
二
）
に
大
正
天
皇
の
第

三
皇
子
宣の
ぶ
ひ
と仁
親
王
が
有
栖
川
宮
家
の
祭
祀
を
継
承
し
高
松
宮
の
称
号
を
賜
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
有
栖
川
宮
家
の
蔵
書
群
も
高
松
宮
家
が
継
承
し
た
。

有
栖
川
宮
家
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
後
陽
成
天
皇
の
第
七
皇
子
好よ
し
ひ
と仁

親
王
（
初
代
）
が
創
設
し
、
当
初
、
宮
号
を
高
松
宮
と
称
し
た
。
好
仁
親
王
は
嗣
子

が
無
く
薨
去
し
た
た
め
、
後
水
尾
天
皇
の
第
六
皇
子
良な
が
ひ
と仁
親
王
（
第
二
代
）（
好
仁

親
王
の
王
女
明
子
女
王
と
婚
姻
）
が
継
承
し
た
。
し
か
し
、
後
光
明
天
皇
の
崩
御
に

よ
っ
て
、
良
仁
親
王
が
践
祚
す
る
こ
と
（
後
西
天
皇
）
に
な
り
、
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
後
西
天
皇
の
第
二
皇
子
幸ゆ
き
ひ
と仁

親
王
（
第
三
代
）
が
継
承
し
、
宮
号

を
有
栖
川
宮
と
改
め
た
。
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
に
幸
仁
親
王
が
薨
去
し
た
後
、

幸
仁
親
王
の
第
一
王
子
正た
だ
ひ
と仁
親
王
（
第
四
代
）
が
継
承
し
た
が
、
正
仁
親
王
は
享

保
元
年
（
一
七
一
六
）
に
嗣
子
が
無
く
薨
去
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
霊
元
天
皇
の
第

一
七
皇
子
職よ
り
ひ
と仁
親
王
（
第
五
代
）
が
嗣
子
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
第
六
代
織お
り
ひ
と仁

親
王
、
第
七
代
韶つ
な
ひ
と仁
親
王
、
第
八
代
幟た
か
ひ
と仁
親
王
、
第
九
代
熾た
る
ひ
と仁
親
王
、
第
一
〇
代

威た
け
ひ
と仁
親
王
と
、
職
仁
親
王
の
子
孫
が
累
代
、
有
栖
川
宮
家
の
当
主
と
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
二
）
に
高
松
宮
宣
仁
親
王
が
薨
去
し
た
後
、
高
松
宮
家
が
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継
承
し
た
旧
有
栖
川
宮
家
の
蔵
書
群
の
う
ち
、（
狭
義
の
）
有
栖
川
宮
家
旧
蔵
書
（
有

栖
川
家
伝
来
本
。
主
に
歴
代
有
栖
川
宮
が
蒐
集
・
書
写
し
た
典
籍
・
文
書
類
）
は
宮

内
庁
書
陵
部
に
寄
贈
さ
れ
、
禁
裏
本
（
高
松
宮
本
。
中
世
末
期
以
後
、
近
世
前
期
に

か
け
て
禁
裏
の
文
庫
に
集
積
さ
れ
た
蔵
書
群
）
は
文
化
庁
（
国
）
に
譲
渡
さ
れ
た
。

禁
裏
本
の
大
部
分
は
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
及
び
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
歴
博

に
移
管
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
（
（

。
な
お
、
禁
裏
本
の
一
部
は
文
化
庁
か
ら
京
都

国
立
博
物
館
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。
旧
有
栖
川
宮
家
蔵
書
の
中
に
は
、

①
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
に
熾
仁
親
王
が
ロ
シ
ア
帝
国
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
大
学
に
寄
贈
し
た
江
戸
時
代
の
写
本
・
版
本
類
（
現
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

ク
国
立
総
合
大
学
東
洋
学
部
図
書
館
所
蔵
有
栖
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）、
②
高
松
宮
家

に
継
承
さ
れ
ず
に
有
栖
川
宮
家
に
残
さ
れ
、
威
仁
親
王
妃
慰や
す
こ子

の
薨
去
後
の

一
九
二
四
年
（
大
正
一
三
）
に
宮
内
省
図
書
寮
（
現
、
宮
内
庁
書
陵
部
）
に
移
管
さ

れ
た
有
栖
川
宮
家
当
主
の
日
記
・
文
書
な
ど
、
③
同
年
に
東
京
帝
国
大
学
図
書
館

（
現
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
）
に
寄
贈
さ
れ
た
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
版
本
な

ど
（
一
部
は
、
後
に
国
文
学
研
究
資
料
館
な
ど
に
管
理
換
え
さ
れ
た
）、
④
修
史
局

（
現
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）が
有
栖
川
宮
家
か
ら
借
り
入
れ
、
近
年
購
入
し
た『
御

湯
殿
日
記
』
六
二
冊
、
が
存
す
る
（
（
（

。

歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
の
多
く
は
、
後
西
・
霊
元
両
天
皇
旧
蔵
で
、
江
戸
時
代
前

期
の
新
写
本
で
あ
る
（
（
（

。
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
の
改
元
・
年
号
関
連
資
料
に
限
っ
て

見
て
も
、『
温
旧
知
新
』
一
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
六
五
）（
外
題
：
後
西
天
皇
宸

筆
）「
改
元
定
仗
議
散
状
写
」
八
通
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
一
―
一
一
）（
霊
元
天
皇

宸
筆
）、『
改
元
仗
議
公
卿
交
名
』
一
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
三
七
）（
後
西
天
皇
・

霊
元
天
皇
宸
筆
）、『
行
類
抄
』
一
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
九
二
）（
奥
書
：
後
西
天

皇
宸
筆
）、『
元
秘
別
録
』
一
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
二
）（
外
題
：
後
西
天
皇

宸
筆
）、『
後
照
念
院
関
白
記
』
一
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
二
二
）（
外
題
・
奥
書
：

後
西
天
皇
宸
筆
）、「
年
号
字
」
一
通
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
一
―
七
）（
霊
元
天
皇

宸
筆
）、「
年
号
字
」
一
通
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
一
―
八
）（
霊
元
天
皇
宸
筆
）、「
年

号
字
」
一
通
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
五
―
三
―
一
二
）（
霊
元
天
皇
宸
筆
）、「
年
号

字
勘
注
」一
通（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
五
―
三
―
三
）（
霊
元
天
皇
宸
筆
）、「
年
号
事
」

一
通
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
二
〇
五
―
三
―
一
五
）（
霊
元
天
皇
宸
筆
）
の
如
く
、
後
西

天
皇
及
び
霊
元
天
皇
の
宸
筆
の
典
籍
・
文
書
が
存
し
、
後
西
・
霊
元
両
天
皇
の
手
沢

本
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
は
、
御
所
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
や
東
山
御

文
庫
本
（
宮
内
庁
侍
従
職
所
管
）
と
共
通
す
る
書
目
が
多
く
（
（
（

、
御
所
本
や
東
山
御
文

庫
本
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
良
質
な
蔵
書
群
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
（
（

。高
松
宮
本
の
伝
来
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
書
籍
目
録
に
、
有

栖
川
宮
家
旧
蔵
書
と
関
係
が
深
い
、
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』、
歴
博
所
蔵

高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
有
栖
川
宮
本
『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古

筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』
が
存
す
る
。
以
下
、
先
学
の
研
究
に
拠
っ
て
、
当
該
三
目

録
に
於
け
る
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
二
本
の
著
録
状
況
を
紹
介
し
、
少
し
く
考
察
を

加
え
て
い
く
。

ま
ず
、
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』（
勅
封
番
号 

一
二
〇
―
一
三
―
二
。
全

一
四
通
の
折
紙
）
を
見
て
み
よ
う
。
当
該
目
録
は
、
田
島
公
氏
が
解
説
・
紹
介
し
（
（
（

、

石
田
実
洋
氏
が
仔
細
に
検
討
し
て
、
当
該
目
録
に
著
録
の
書
目
と
現
存
本
と
の
対
応

表
を
提
示
し
て
い
る
（
（
（

。
そ
の
後
、
田
島
・
石
田
両
氏
の
研
究
を
承
け
て
、
小
倉
慈
司

氏
が
高
松
宮
本
の
形
成
過
程
解
明
の
一
環
と
し
て
、
石
田
氏
の
対
応
表
作
成
後
に
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
公
開
さ
れ
た
東
山
御
文
庫
本
を
加
え
、
新
た
に
当
該
目
録
に
著

録
の
書
目
と
現
存
本
と
の
対
応
表
を
提
示
す
る
な
ど
、
更
に
精
緻
な
検
討
を
加
え
て

い
る
（
（1
（

。
当
該
目
録
の
第
一
〇
通
「
八
（
申
・
庚
方
）」
に
「
元
秘
抄　

五
冊
」
と
著

録
さ
れ
る
（
（1
（

。
田
島
氏
は
、
当
該
目
録
に
つ
い
て
、
当
該
目
録
の
全
一
四
通
の
内
容
を

提
示
し
た
上
で
、「
甲
上
」
を
中
心
に
検
討
し
、「「
甲
上
」
以
外
に
つ
い
て
は
今
後
の

検
討
に
待
ち
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
目
録
（
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』
一
四
紙

―
稿
者
注
）
は
、
筆
跡
か
ら
、
一
一
「
亥
」
と
一
二
「
第
一
之
内
云
々
」
を
除
き
、
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後
西
天
皇
が
記
し
た
書
目
録
に
霊
元
天
皇
の
筆
で
合
点
や
抹
消
符
、
さ
ら
に
は
追
記

の
傍
書
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
甲
上
」
の
検
討
か
ら
類
推
す

る
に
、
お
そ
ら
く
は
、
十
七
世
紀
の
中
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
後
西
天
皇
が
文
庫

を
整
理
し
た
際
に
作
成
し
た
各
箱
ご
と
の
分
類
目
録
の
草
稿
（
メ
モ
）
を
、
十
七
世

紀
後
半
～
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
霊
元
天
皇
が
継
承
し
た
禁
裏
文
庫
の
整
理
・

点
検
の
際
に
も
活
用
し
、
一
部
は
別
に
移
す
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
際
の
書
き
込
み

が
残
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
目
録
自
体
は
書
か
れ
た
年
次

が
全
く
示
さ
れ
ず
、
追
筆
の
経
緯
も
不
明
で
あ
る
が
、
も
し
、
右
の
推
定
に
誤
り
が

な
い
と
す
れ
ば
、
後
西
天
皇
や
霊
元
天
皇
に
よ
る
禁
裏
文
庫
の
整
理
・
形
成
過
程
を

う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
」（
図
版
解
説
二
〇
五
頁
）
と
、
初
め
て
当
該

目
録
の
実
態
と
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
石
田
氏
は
、
右
の
田
島
氏
の

「
十
七
世
紀
後
半
～
十
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
」
は
「
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世

紀
初
頭
に
か
け
て
」
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
八
七
頁
）。
石
田

氏
は
、
当
該
目
録
に
つ
い
て
、「
後
西
天
皇
が
本
目
録
を
記
し
た
の
は
、
早
く
て
も

霊
元
天
皇
に
譲
位
し
た
後
で
、
恐
ら
く
は
最
晩
年
に
近
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
霊
元
天

皇
は
遅
く
と
も
貞
享
四
年
に
は
追
記
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
ら
、
貞
享
二
年
の
後
西

天
皇
崩
御
に
伴
い
、
形
見
分
け
と
し
て
霊
元
天
皇
に
分
与
さ
れ
た
中
に
、
こ
の
目
録

と
そ
の
所
掲
書
目
に
対
応
す
る
書
物
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
し
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
大
過
な
け
れ
ば
、『
御
本
御
目
録
』
所
掲

書
目
に
対
応
す
る
現
存
本
の
半
数
近
く
を
占
め
る
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
は
、
後
西

天
皇
か
ら
直
接
有
栖
川
宮
家
に
分
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
度
霊
元
天
皇
に
引

き
継
が
れ
た
後
、
有
栖
川
宮
家
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
（
八
五
頁
）。
小
倉
氏
は
、「
後
西
上
皇
が
文
庫
を
整
理
し
た
際
に

作
成
し
た
折
紙
一
四
紙
か
ら
な
る
目
録
草
稿
で
、
そ
の
後
、
霊
元
天
皇
が
整
理
を

行
っ
た
際
に
も
使
用
し
、
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
（
三
五
八
頁
）

上
で
、
田
島
・
石
田
両
氏
の
説
を
補
足
・
修
正
し
、
当
該
目
録
の
第
一
紙
か
ら
第

一
〇
紙
に
記
載
の
「
書
目
（
の
う
ち
霊
元
天
皇
に
よ
る
追
記
を
除
い
た
部
分
）
は
後

西
上
皇
が
崩
御
時
ま
で
所
有
し
、
そ
の
後
、
一
部
を
除
い
て
霊
元
天
皇
の
手
に
渡
っ

た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
（
三
六
〇
頁
）
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

前
述
し
た
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』
の
「
八
（
申
・
庚
方
）」
に
著
録
さ

れ
る
「
元
秘
抄　

五
冊
」
と
歴
博
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―

七
八
一
）
と
の
員
数
が
符
合
す
る
。
石
田
氏
及
び
小
倉
氏
に
拠
れ
ば
、
当
該
目
録
は

第
一
紙
か
ら
第
一
〇
紙
ま
で
は
後
西
上
皇
が
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
一
部
に
霊
元
天

皇
が
追
記
し
た
も
の
が
存
し
、
当
該
箇
所
は
そ
の
一
部
の
霊
元
天
皇
の
追
記
と
推
定

さ
れ
、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
に
対

応
す
る
と
言
う
。
ま
た
、『
御
本
御
目
録
』
の
「
一
一
（
亥
）」（
番
号
（
枝
番
）「
13
」）

に
「
〵
（
合
点
）元

秘
抄　

五
々〔
冊
〕」

の
如
く
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
石

田
氏
（
八
一
頁
）
及
び
小
倉
氏
（
三
五
八
頁
）
に
よ
り
、
霊
元
天
皇
に
よ
る
追
記
と

見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
石
田
氏
は
、「
八
（
申
・
庚
方
）」
に

記
さ
れ
た
後
に
抹
消
さ
れ
た
も
の
か
と
述
べ
て
い
る
（
八
四
頁
）。

次
に
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
九
九
一
。
仮
綴

冊
子
本
。
墨
付
全
二
九
丁
）
を
見
て
い
こ
う
。
当
該
目
録
の
第
一
三
丁
裏
（
部
類

記〔
箱
名
〕
　

一
箱
、
九〔
箱
番
号
〕番
に
「
元
秘
抄　

四
冊
」、
第
二
四
丁
裏
（
部
類
記〔
箱
名
〕
　

一
箱
、

十〔
箱
番
号
〕
二
番
に
「
元
秘
抄　

五
冊
」
と
各
々
著
録
さ
れ
る
（
（1
（

。

当
該
目
録
は
、
小
倉
真
紀
子
氏
に
よ
り
、
御
所
（
禁
裏
）
か
ら
有
栖
川
宮
家
に
移

さ
れ
た
国
史
・
系
図
類
・
日
次
記
・
部
類
記
の
目
録
で
あ
る
こ
と
、
当
該
目
録
に
著

録
さ
れ
た
書
目
は
大
半
が
後
西
・
霊
元
両
天
皇
の
作
成
・
蒐
集
に
よ
る
も
の
と
見
ら

れ
、
霊
元
天
皇
（
法
皇
）
所
縁
の
品
と
し
て
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
賜
与
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
当
該
目
録
の
作
成
時
期
は
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
以
降
で
、
下

限
は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
で
あ
る
こ
と
（
霊
元
法
皇
崩
御
〈
享（
一
七
三
二
）

保
一
七
年
八
月

六
日
〉
か
ら
間
も
な
い
頃
の
可
能
性
）
が
推
定
さ
れ
（
（1
（

、
更
に
第
二
一
丁
表
に
「
宝
暦

四
七
六
御
前
へ
出
歟
」
と
書
入
が
存
す
る
こ
と
か
ら
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
頃
ま

で
に
は
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』
の
記
載
に
基
づ
い
て
蔵
書
の
管
理
・
出
納
が
実
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
、
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「
元
秘
抄　

四
冊
」
と
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―

一
〇
一
一
）と
の
員
数
が
符
合
し
、「
元
秘
抄　

五
冊
」と
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本『
元

秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
と
の
員
数
が
符
合
す
る
。
小
倉
真
紀
子
氏

に
拠
れ
ば
、
当
該
目
録
著
録
の
「
元
秘
抄　

四
冊
」
は
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―

六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
に
、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―

六
〇
〇
―
七
八
一
）
に
各
々
対
応
す
る
と
言
う
（
（1
（

。

更
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
有
栖
川
宮
本
『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍

総
目
録
』（
有
栖
五
〇
八
六
。
仮
綴
横
本
。
墨
付
全
八
四
丁
）
を
見
て
い
こ
う
。
当

該
目
録
の
第
一
五
丁
裏
（
御
記
録
櫃
之
部　

九
番
）
に
「
元
秘
抄　

四
冊
」「
元
秘

抄　

五
冊
」
と
各
々
著
録
さ
れ
る
（
（1
（

。
小
川
剛
生
氏
に
拠
れ
ば
、
当
該
目
録
の
第
八
九

丁
表
に
「
時
慶
應
紀
元
龍
集
乙
丑
歳
／
燕
去
月
改
」
と
奥
書
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、

当
該
目
録
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
八
月
書
写
さ
れ
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
と
言

う
。
当
該
目
録
作
成
の
事
情
は
、
小
川
氏
に
拠
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
織
仁

親
王
の
王
女
幸
子
女
王
が
長
州
藩
第
九
代
藩
主
毛
利
斉
房
の
室
と
な
り
姻
戚
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
有
栖
川
宮
家
と
長
州
藩
は
親
し
く
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
七
月

一
八
日
の
蛤
御
門
の
変
（
禁
門
の
変
）
に
よ
り
長
州
藩
が
朝
敵
と
な
り
、
同
月
二
七

日
当
主
の
幟
仁
親
王
と
嗣
子
熾
仁
親
王
が
朝
参
を
停
止
さ
れ
、
他
行
・
他
人
と
の
面

会
が
禁
じ
ら
れ
、
こ
の
謹
慎
は
前
後
三
年
に
亘
っ
た
。
慶
応
元
年
七
月
に
禁
裏
拡
張

の
た
め
、
邸
は
上
地
と
な
り
、
移
転
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
幟
仁

親
王
は
輪
王
寺
里
坊
を
、
一
一
月
一
一
日
に
熾
仁
親
王
は
夷
川
の
別
邸
を
、
各
々
仮

寓
と
し
た
。
当
該
目
録
は
こ
の
移
転
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
言

う
（
（1
（

。
ま
た
、
小
川
氏
に
よ
り
、「
元
秘
抄　

五
冊
」
が
著
録
さ
れ
る
当
該
目
録
の
「
御

記
録
櫃
之
部
」
の
書
目
は
、
前
述
の
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』
の
書
目

と
重
複
し
、
分
類
も
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
当
該
目
録
に
著
録
さ
れ

る
、「
元
秘
抄　

四
冊
」
と
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―

六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
と
の
員
数
が
符
合
し
、「
元
秘
抄　

五
冊
」
と
歴
博
所
蔵
の

高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
と
の
員
数
が
符
合
す
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
に
、
有
栖
川
宮
本
『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』

に
著
録
の
、「
元
秘
抄　

四
冊
」
は
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ

―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』

五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
と
各
々
比
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
三
つ
の
書
籍
目
録
に
於
け
る
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
二
本
の
著
録
状
況
を

纏
め
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。

ま
ず
、『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
は
、
東
山
御
文
庫
本
『
御

本
御
目
録
』、
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』、
有
栖
川
宮
本
『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和

漢
書
籍
総
目
録
』
に
各
々
著
録
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
鑑
み
る
に
、『
元
秘
抄
』

五
冊
は
、
霊
元
天
皇
（
法
皇
）
が
所
蔵
し
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
年
）
か
ら
元
文

二
年
（
一
七
三
七
）
の
間
に
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
（
霊
元
天
皇
の
第
一
七
皇
子
）
に

賜
与
さ
れ
、
そ
の
後
の
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
八
月
に
於
い
て
も
有
栖
川
宮
家
（
幟

仁
・
熾
仁
両
親
王
父
子
）
が
所
蔵
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
霊
元
天
皇

（
法
皇
）、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
・
織
仁
親
王
・
韶
仁
親
王
・
幟
仁
親
王
・
熾
仁
親
王
・

威
仁
親
王
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
に
逓
蔵
さ
れ
た
と
推
さ
れ
よ
う
。

次
に
、『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
は
、
高
松
宮
本
『
記
録

目
録
』、
有
栖
川
宮
本
『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』
に
各
々
著
録

さ
れ
る
。
従
っ
て
、『
元
秘
抄
』
四
冊
は
、
享
保
元
年
か
ら
元
文
二
年
の
間
に
有
栖

川
宮
職
仁
親
王
に
賜
与
さ
れ
、
や
は
り
そ
の
後
の
慶
応
元
年
八
月
に
於
い
て
も
有
栖

川
宮
家
（
幟
仁
・
熾
仁
両
親
王
父
子
）
が
所
蔵
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
御
所
（
禁
裏
）、
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
・
織
仁
親
王
・
韶
仁
親
王
・
幟
仁

親
王
・
熾
仁
親
王
・
威
仁
親
王
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
に
逓
蔵
さ
れ
た
と
推
さ
れ
よ
う
。
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略
解
題

『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
と
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―

六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
の
書
誌
事
項
は
、『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目

録
編
］』
及
び
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』（
奥

書
が
存
す
る
『
元
秘
抄
』
五
冊
〈
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
〉
の
み
）
に
記
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

が
、
そ
の
内
容
は
稿
者
の
調
査
結
果
と
若
干
異
に
し
て
い
る
。
以
下
に
書
誌
事
項

を
記
し
、
略
解
題
と
し
、
些
か
な
り
と
も
右
の
目
録
を
補
い
た
い
。

    

所
蔵
機
関
：
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文
化
研
究
機
構 

国
立
歴
史
民
俗

　
　
　
　
　

博
物
館

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
：
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

元
秘
抄
五
巻
　〔
高
辻
長
成
〕編
　
第
一
冊
（
巻
一
）～
第
三
冊
（
巻
三
）
天

正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
写
、
第
四
冊
（
巻
四
）〔
江
戸
時
代
前
期
〕
写
、
第

五
冊
（
巻
五
）〔
江
戸
時
代
中
期
〕
写
　
五
冊

〔
霊
元
天
皇
（
法
皇
）〕、〔
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
〕・〔
織
仁
親
王
〕・〔
韶
仁
親
王
〕・

〔
幟
仁
親
王
〕・〔
熾
仁
親
王
〕・〔
威
仁
親
王
〕、〔
高
松
宮
宣
仁
親
王
〕
逓
蔵

資
料
番
号　

Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
（
ゑ
函
五
―
四
一
）

（
一
）
装
訂
・
表
紙
・
外
題

該
本
は
包
背
装
（
包
み
表
紙
）
で
あ
る
。
表
紙
は
、
第
一
冊
か
ら
第
四
冊
が
後
補

渋
表
紙
、
第
五
冊
が
原
装
渋
表
紙
で
あ
る
。

各
冊
の
法
量
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

縦 

二
七
・
三
×
横 

二
一
・
四
糎

第
二
冊　

縦 

二
七
・
三
×
横 

二
一
・
四
糎

第
三
冊　

縦 

二
七
・
三
×
横 

二
一
・
五
糎

第
四
冊　

縦 

二
七
・
三
×
横 

二
一
・
三
糎

第
五
冊　

縦 

二
七
・
三
×
横 

二
一
・
四
糎

  

各
冊
表
表
紙
中
央
や
や
上
部
に
以
下
の
如
き
墨
筆
の
打
付
外
題
が
存
す
る
。

第
一
冊　
「
元
秘
抄
一
」

第
二
冊　
「
元
祕
抄
二
」

第
三
冊　
「
元
秘
抄
三
」

第
四
冊　
「
元
祕
抄
四
」

第
五
冊　
「
元
秘
抄
五
」

な
お
、
右
の
各
冊
の
打
付
外
題
は
同
筆
で
あ
る
。

  

第
一
冊
か
ら
第
四
冊
の
現
表
紙
は
後
補
表
紙
で
あ
る
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る

が
、
第
一
冊
か
ら
第
四
冊
に
は
、
本
紙
共
紙
表
紙
の
原
表
紙
が
存
す
る
。
原
表
表
紙

に
は
、
以
下
の
如
き
、
外
題
等
が
存
す
る
。
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
は
左
肩
に
「
元
秘

抄
一
（
～
三
）」
と
墨
筆
の
打
付
外
題
が
書
さ
れ
、
左
下
に
花
押
が
署
さ
れ
る
。
第

四
冊
は
中
央
や
や
上
部
に
「
元
秘
抄四和
漢
字
難
」
と
打
付
外
題
が
書
さ
れ
る
。
即
ち
、

「
和
漢
字
難
」
を
二
重
墨
線
に
て
抹
消
し
、「
抄
」
字
の
右
下
に
「
四
」
と
墨
書
す
る
。

ま
た
、
第
四
冊
に
は
右
端
や
や
上
に
「
四
」
と
巻
冊
次
が
墨
書
さ
れ
る
。
以
上
の
、

第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
表
紙
の
打
付
外
題
は
同
筆
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原

表
表
紙
の
花
押
は
同
筆
で
あ
る
。
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
表
紙
の
打
付
外
題
と

花
押
は
同
筆
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
内
題
・
目
録

各
冊
の
内
題
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　
「
元
秘
抄
一
」

第
二
冊　
「
元
秘
抄
二
」
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第
三
冊　
「
元
秘
抄
三
」

第
四
冊　
「
元
祕
抄
」

第
五
冊　
「
元
秘
抄
五
」

内
題
に
接
行
に
て
、
第
一
冊
「（
低
二

格

）
和
漢
惣
載
年
号
／
（
低
二

格

）
重
號
／
（
低
二

格

）

未
被
用
年
号
」
と
、
第
二
冊
「（
低
一

格

）
和
漢
年
号
同
字
類
聚
上
下
／
（
低
一

格

）
漢
家
年

号
中
我
朝
未
用
字
自
漢
至

大
宋　

／
（
低
一

格

）
我
朝
年
号
中
漢
家
不
用
字
／
（
低
一

格

）
年
号
勘
文

書
様
／
（
低
一

格

）
勘
文
躰
付
人
〻
外
記
来
告
事
／
（
低
一

格

）
菅
家
人
重
年
号
員
数
／

（
低
一

格

）
年
号
引
文
」
と
、
第
三
冊
「（
低
一

格

）
諸
例
目
録
／
（
低
二

格

）
改
元
月
〻
例
／

（
低
二

格

）
進
年
号
勘
文
人
数
多
少
例
／
（
低
二

格

）
被
用
舊
勘
文
例
／
（
低
二

格

）
以
去
年
延

引
勘
文
次
年
被
用
例
同
依
立
太
子
始
改
元

延
引
例　
　
　
　

／
（
低
二

格

）
去
年
延
引
勘
文
今
年
改
進
例
／

（
低
二

格

）
依
無
勘
文
不
被
用
舊
年
号
例
／
（
低
二

格

）
依
無
可
被
用
年
号
被
出
舊
勘
文
例

／
（
低
二

格

）
依
無
可
被
用
年
号
列
群
議
儒
卿
撰
申
年
号
例
／（
第
一
葉
表
）

／
…
」（
以
下
、
第
二
葉

裏
第
七
行
ま
で
続
く
）
と
、
第
五
冊
「（
低
一

格

）
進
年
號
勘
文
人
數
多
少
例
」
と
、
各
々

目
録
が
存
す
る
。

ま
た
、
第
四
冊
に
は
原
表
表
紙
と
本
文
の
間
に
「
元
秘
抄
四
」
と
題
署
し
、「（
低
一

格
半
）

諸
例
目
録
／
（
低
半

格

）
年
号
字
難
事
／
（
低
半

格

）
反
音
事
／
（
低
半

格

）
可
為
疂
字
否
事
／

（
低
半

格

）
兩
字
之
中
有
他
字
事
／
（
低
半

格

）
當
時
御
諱
可
憚
一
字
事
／
（
低
半

格

）
被
用
舊

勘
文
事
／
（
低
半

格

）
同
不
被
用
事
」
と
目
録
が
書
さ
れ
た
一
葉
が
存
す
る
。
当
該
一

葉
の
、
料
紙
は
第
五
冊
の
そ
れ
と
同
質
紙
で
、
筆
跡
は
各
冊
表
表
紙
（
第
一
冊
～
第

四
冊
は
後
補
、
第
五
冊
は
原
装
）
の
打
付
外
題
の
そ
れ
と
同
筆
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
当
該
一
葉
は
現
装
の
包
背
装
に
改
装
さ
れ
た
時
に
、
補
綴
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

（
三
）
款
式

無
辺
無
界
。
毎
半
葉
八
行
。
一
行
字
数
不
等
。
注
小
字
双
行
。
墨
筆
の
合
点
、
朱

筆
の
合
点
・
校
合
、
朱
引
、
墨
滅
し
て
訂
正
、
墨
筆
の
挿
入
符
を
附
し
て
校
異
注
が

施
さ
る
。
た
だ
し
、
第
五
冊
は
朱
筆
な
し
。
青
不
審
紙
貼
附
。

  

（
四
）
本
文
書
写
・
筆
跡

該
本
の
筆
跡
は
以
下
の
如
く
三
筆
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
表
紙
外
題
（
第
一
冊
～
第
三
冊
は
後
補
、
第
五
冊
は
原
装
）
…
全
て
同
筆

（
以
下
、
当
該
筆
跡
を
便
宜
的
に
Ｃ
と
称
す
る
）

原
表
表
紙
外
題
（
第
一
冊
～
第
四
冊
）
…
第
一
冊
～
第
三
冊
（
以
下
、
当
該

筆
跡
を
便
宜
的
に
Ａ
と
称
す
る
）、
第
四
冊
（
以
下
、
当
該
筆
跡
を
便
宜

的
に
Ｂ
と
称
す
る
）

目
録
…
第
四
冊
の
み
（
Ｃ
）

本
文
…
第
一
冊
～
第
三
冊
（
Ａ
）、
第
四
冊
（
Ｂ
）、
第
五
冊
（
Ｃ
）

右
の
筆
跡
の
分
類
を
纏
め
る
と
、
第
一
冊
本
文
・
第
二
冊
本
文
・
第
三
冊
本
文
が

一
筆
（
Ａ
）、
第
四
冊
本
文
が
一
筆
（
Ｂ
）、
第
五
冊
が
一
筆
（
Ｃ
）、
の
三
筆
で
あ

る
（
（2
（

。
表
表
紙
（
第
一
冊
～
第
三
冊
は
後
補
、
第
五
冊
は
原
装
）
の
打
付
外
題
は
全
て

同
筆（
Ｃ
）。
原
表
表
紙
の
打
付
外
題
は
、
第
一
冊
・
第
二
冊
・
第
三
冊
が
一
筆（
Ａ
）、

第
四
冊
が
一
筆
（
Ｂ
）
で
あ
る
。

本
文
の
書
写
時
期
は
、
第
一
冊「
元
秘
抄
一
」首
の「
和
漢
年
号
」に「
天
正〈
十
四

年
尒
及
へ
り
〉」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
に
書
写
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
該
本
は
補
配
本
と
推
定
さ
れ
る
。

右
に
記
し
た
筆
跡
の
分
類
を
参
考
に
勘
案
す
る
に
、
第
一
冊
本
文
と
同
筆
の
第
二

冊
本
文
及
び
第
三
冊
本
文
も
、
天
正
一
四
年
に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
第
一

冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
表
紙
の
打
付
外
題
も
第
一
冊
本
文
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
時
期
に
書
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
表

紙
の
打
付
外
題
と
同
筆
と
推
測
さ
れ
る
花
押
（
前
述
し
た
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
原
表

表
紙
と
と
も
に
第
三
冊
尾
に
署
さ
れ
、
第
一
冊
尾
に
痕
跡
あ
り
。
な
お
、（
九
）
書

入
等
の
項
に
於
い
て
後
述
す
る
。）
も
同
時
期
に
署
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

「
天
正
〈
十
四
年
尒
及
へ
り
〉」
以
後
の
「
天
正
尚
五
」、「
文
禄
四
」、「
慶
長
」
は
、「
天

正
〈
十
四
年
尒
及
へ
り
〉」
以
前
と
は
筆
跡
が
異
な
る
。「
天
正
尚
五
」、「
文
禄
四
」、「
慶

長
」
の
各
筆
跡
が
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
筆
し
た
人
物
は
一
人
と
推
定
さ
れ
る
。
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た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
、
一
度
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
複
数
の
段
階
を
経

て
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
、
断
じ
難
い
が
、
加
筆
時
期
の
下
限
は
慶
長
年
間（
一
五
九
六

年
一
〇
月
二
七
日
～
一
六
一
五
年
七
月
一
三
日
）
と
推
測
さ
れ
る
。

（
五
）
本
文
料
紙

全
冊
楮
紙
。
そ
の
う
ち
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
紙
及
び
本
文
料
紙
は
同
質

紙
で
あ
る
。
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
は
総
裏
打
修
補
さ
れ
る
。

（
六
）
墨
付
葉
数

各
冊
の
墨
付
葉
数
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

二
八
葉

第
二
冊　

二
八
葉

第
三
冊　

二
六
葉

第
四
冊　

一
三
葉

第
五
冊　

一
八
葉

墨
付
全
一
一
三
葉

（
七
）
遊
紙
等

各
冊
遊
紙
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

後
補
裏
表
紙
の
前
に
後
補
後
遊
紙
一
葉
。

第
二
冊　

後
補
裏
表
紙
の
前
に
後
補
後
遊
紙
一
葉
。

第
三
冊　

原
裏
表
紙
の
前
に
原
装
の
後
遊
紙
一
葉
、
後
補
裏
表
紙
の
前
に
後
補

後
遊
紙
一
葉
。

第
四
冊　

後
補
裏
表
紙
の
前
に
後
補
後
遊
紙
一
葉
。

第
五
冊　

本
文
尾
の
後
に
白
紙
六
葉
。

（
八
）
奥
書
・
識
語

第
一
冊
墨
付
第
二
四
葉
表
左
端
に
「　

以
本
云

上
長
ー成

抄
ス
猶
漏
脫
号
多
之
」
と
原
識

語
が
存
す
る
（
本
文
と
同
筆
）。

第
一
冊
墨
付
第
二
七
葉
裏
に
、

此
抄
長
ー成

卿
編
集
給
云
々
、
捴
四
卷
也
云
々
、
為
吾
門
之

亀
鑑
、
諸
家
亦
登
用
之
、
豈
以
不
秘
禁
方
乎
、

爰
有
東
坊
城
考
〔
老
〕祖

父
秀
長
卿
自
筆
本
、
以
之
不
顧

後
生
嘲
咲以

◦悪

冩跡

留
訖
、
文
字
不
審
等
繁
多
也
、
追
而
可
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

而
已

明
應
五
年
五
月　

日　
　
　
　

翰
林
小
士
菅
章
長

と
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
五
月
の
本
奥
書
が
存
す
る
（
本
文
と
同
筆
）。

右
の
本
奥
書
の
中
の
、「
長
成
」
は
高
辻
長
成
（
一
二
〇
五
～
一
二
八
一
）、「
秀
長
」

は
東
坊
城
秀
長
（
一
三
三
八
～
一
四
一
一
）、「
菅
章
長
」
は
高
辻
章
長
（
一
四
六
九
～

一
五
二
五
）
を
各
々
指
す
。
章
長
は
長
成
の
九
世
孫
。
東
坊
城
秀
長
は
『
迎
陽
記
』

の
記
主
で
あ
る
。

（
九
）
書
入
等

第
一
冊
尾
（
墨
付
第
二
七
葉
裏
）
の
本
奥
書
の
後
、
同
葉
裏
の
左
端
に
「
一
校
畢
」、

次
の
葉
（
墨
付
第
二
八
葉
）
裏
の
左
上
に
「
卅
枚
」
と
各
々
墨
書
さ
れ
る
。
同
冊
は

脱
葉
が
認
め
ら
れ
ず
、
な
ぜ
、
墨
付
第
二
八
葉
裏
に
「
卅
枚
」
と
墨
書
さ
れ
た
か
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
虫
損
し
て
い
る
も
の
の
、
墨
付
第
二
八
葉
裏
の
左
下
に
原
表
表

紙
に
署
さ
れ
て
い
る
花
押
と
同
様
と
思
し
き
花
押
を
確
認
し
得
る
。

第
二
冊
本
文
尾
（
墨
付
第
二
七
葉
裏
）
の
左
端
に
「
一
校
畢
」、
次
の
葉
（
墨
付

第
二
八
葉
）
裏
の
左
上
に
「
廿
七
枚
」
と
各
々
墨
書
さ
れ
る
。
同
冊
は
本
文
が
全

二
七
葉
で
あ
り
、
墨
付
第
二
八
葉
裏
の
墨
書
「
廿
七
枚
」
と
合
致
す
る
。
な
お
、
第

二
冊
墨
付
第
二
八
葉
裏
の
左
下
は
虫
損
が
存
し
、
現
状
で
は
花
押
が
署
さ
れ
い
た

か
、
不
明
で
あ
る
。

第
三
冊
本
文
尾
（
墨
付
第
二
六
葉
裏
）
の
、
左
端
に
「
廿
六
枚
」、「
一
校
畢
」
と
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各
々
墨
書
さ
れ
、
左
下
に
は
原
表
表
紙
に
署
さ
れ
て
い
る
花
押
と
同
様
の
花
押
が
署

さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
「
一
校
畢
」
及
び
丁
数
の
墨
書
は
同
筆
で
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
本
文

と
も
同
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
「
一
校
畢
」
及
び
丁
数
の
墨
書
と
花
押
も
同
筆
と

推
測
さ
れ
る
。

第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
原
表
表
紙
に
署
さ
れ
た
花
押
と
、
第
三
冊
の
尾
に
署
さ
れ

た
花
押
は
同
筆
で
あ
る
。
花
押
は
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
の
本
文
を
書
写
し
、
原
表

表
紙
の
外
題
等
を
書
し
、
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
を
校
合
し
た
人
物
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
ぴ
と
の
花
押
か
は
鄙
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
十
）
印
記

な
し

　
元
秘
抄
四
巻
　〔
高
辻
長
成
〕編
　〔
江
戸
時
代
前
期
〕写
　
四
冊

〔
御
所
（
禁
裏
）〕、〔
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
〕・〔
織
仁
親
王
〕・〔
韶
仁
親
王
〕・〔
幟

仁
親
王
〕・〔
熾
仁
親
王
〕・〔
威
仁
親
王
〕、〔
高
松
宮
宣
仁
親
王
〕
逓
蔵

資
料
番
号　

Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一
（
タ
函
一
〇
）

（
一
）
装
訂
・
表
紙
・
外
題

該
本
は
袋
綴
装
冊
子
本
、
四
ツ
目
綴
で
、
原
装
梔
子
色
表
紙
で
あ
る
。

各
冊
の
法
量
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

縦 

二
八
・
二
×
横 

二
〇
・
七
糎

第
二
冊　

縦 

二
八
・
一
×
横 

二
〇
・
八
糎

第
三
冊　

縦 

二
八
・
一
×
横 

二
〇
・
八
糎

第
四
冊　

縦 

二
八
・
三
×
横 

二
〇
・
八
糎

  

各
冊
表
表
紙
中
央
に
以
下
の
如
き
墨
筆
の
打
付
外
題
が
存
す
る
。

第
一
冊　
「
元
祕
抄
巻
㐧
一
」

第
二
冊　
「
元
祕
抄
巻
㐧
二
」

第
三
冊　
「
元
祕
抄
巻
㐧
三
」

第
四
冊　
「
元
祕
抄
巻
㐧
四
」

な
お
、
右
の
各
冊
の
打
付
外
題
は
同
筆
で
あ
る
。

  

第
一
冊
表
表
紙
、
第
二
冊
表
表
紙
・
裏
表
紙
、
第
三
冊
表
表
紙
、
第
四
冊
表
表
紙
・

裏
表
紙
の
各
見
返
が
剝
離
。

（
二
）
内
題
・
目
録

各
冊
の
内
題
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　
「
元
秘
抄
一
」

第
二
冊　
「
元
秘
抄
二
」

第
三
冊　
「
元
秘
抄
三
」

第
四
冊　
「
元
秘
抄
四
」

内
題
に
接
行
に
て
、
第
一
冊
「
和
漢
惣
載
年
号
／
重
號
／
未
被
用
年
号
」
と
、
第

二
冊
「
和
漢
年
号
同
字
類
聚
上
下
／
漢
家
年
号
中
我
朝
未
用
字
／
我
朝
年
号
中
漢
家

不
用
字
／
年
号
勘
文
書
様
／
勘
文
躰
付
人
〻
外
記
来
告
事
／
菅
家
人
重
年
号
員
数
／

年
号
引
文
」
と
、
第
三
冊
「（
低
一

格

）
諸
例
目
録
／
改
元
月
々
例
／
進
年
号
勘
文
人
数

多
少
例
／
被
用
舊
勘
文
例
／
以
去
年
延
引
勘
文
次
年
被
用
例
同
依
立
太
子
始
改
元

延
引
例             

／
去
年

延
引
勘
文
今
年
改
進
例
／
依
無
勘
文
不
被
用
舊
年
号
例
／
依
無
可
被
用
年
号
被
出
舊

勘
文
例
／
依
無
可
被
用
年
号
列
群
儀
（
マ
マ
）儒
卿
撰
申
年
号
例
／
年
号
字
當
時
御
諱
一
字
被

憚
例
／
年
号
反
音
雖
不
快
被
用
例
／（
第
一
葉
表
）
／
…
」（
以
下
、
第
二
葉
裏
第
五
行
ま
で
続
く
）

と
、
第
四
冊
「（
低
一

格
半
）
諸
例
目
録
／
年
号
字
難
事
／
反
音
事
／
可
為
畳
字
否
事
／
兩

字
之
中
有
他
字
事
／
當
時
御
諱
可
憚
一
字
事
／
被
用
舊
勘
文
事
／
同
不
被
用
事
」と
、

各
々
目
録
が
存
す
る
。
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（
三
）
款
式

無
辺
無
界
。
毎
半
葉
十
二
行
。
一
行
字
数
不
等
。
注
小
字
双
行
（
注
小
字
三
行
書

き
の
と
こ
ろ
あ
り
）。

青
不
審
紙
貼
附
。
墨
筆
の
書
入
・
合
点
・
傍
訓
・
イ
本
と
の
校
異
、
朱
筆
の
書
入
・

鈎
点
・
合
点
・
傍
訓
が
各
々
施
さ
れ
る
。
墨
筆
に
て
挿
入
符
を
附
し
て
の
挿
入
あ
り
。

な
お
、
朱
筆
の
書
入
に
つ
い
て
は
、
次
項
に
於
い
て
後
述
す
る
。

（
四
）
本
文
書
写
・
筆
跡

第
一
冊
「
元
秘
抄
一
」
首
の
「
和
漢
年
号
」
に
「　

永
當
今

禄
」
と
記
さ
れ
、「　

永
當
今

禄
」

以
後
の
「
元
亀
三
」
か
ら
「
天
和
」
ま
で
の
筆
跡
は
、「　

永
當
今

禄
」
以
前
の
筆
跡
と

は
異
な
る
。「　

永
當
今

禄
」
と
記
さ
れ
る
が
、
装
訂
・
紙
質
・
筆
跡
・
筆
致
等
か
ら
、

該
本
は
江
戸
時
代
前
期
に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、「　

永
當
今

禄
」
と
記

さ
れ
る
の
は
、
親
本
な
い
し
は
祖
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
書
写
し
た
と
推
定

さ
れ
、
該
本
の
親
本
な
い
し
は
祖
本
は
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
年
二
月
二
八
日
～

一
五
七
〇
年
四
月
二
三
日
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
元
亀
三
」
か

ら
「
天
和
」
ま
で
の
筆
跡
が
全
て
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
加
筆
し
た
人

物
は
一
人
と
推
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
度
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
複
数

の
段
階
を
経
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
、
断
じ
難
い
が
、
加
筆
時
期
の
下
限
は
天
和
年

間
（
一
六
八
一
年
九
月
二
九
日
～
一
六
八
四
年
二
月
二
一
日
）
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「　

永
當
今

禄
十
二
」
の
「
十
二
」
は
、「　

永
當
今

禄
」
ま
で
の
筆
跡
と
は
異
な
り
、「
元
亀
三
」

か
ら
「
天
和
」
ま
で
の
筆
跡
と
同
筆
と
推
測
さ
れ
る
。「　

永
當
今

禄
十
二
」
の
「
十
二
」
は
、

「
元
亀
三
」
か
ら
「
天
和
」
ま
で
を
加
筆
し
た
人
物
と
同
人
が
加
筆
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

第
二
冊
「
元
秘
抄
二
」
の
「
和
漢
號
同
字
類
聚
」（
目
録
で
は
「
和
漢
年
号
同
字

類
聚
上
下
」）
に
以
下
の
如
く
、
朱
書
き
さ
れ
る
。「
大
永
六
」、「
天
文
廿
五
」（「
五
」

は
原
「
四
」
と
書
し
、
こ
れ
に
「
五
」
と
重
書
す
。）、「
天
正
廿
」（「
廿
」
は
原
「
十

□
」
と
書
し
、「
□
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
□
」
の
右
傍
に
「
九
」
と
書
し
、
更

に
「
九
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
十
」
に
「
廿
」
と
重
書
す
。）、「
天
和
五
」、「
延

德
四
」、「
延
寳
九
」、「
承
應
四
」、「
貞
享
五
」、「
元
亀
四
」、「
元
和
十
」、「
元
禄
十
七
」、「
寛

永
廿
一
」、「
寛
文
十
三
」、「
永
正
十
八
」（「
八
」
は
原
「
七
」
と
書
し
、「
七
」
の
右

傍
に
「
八
」
と
書
す
。）、「
永
禄
十
三
」、「
正
保
五
」、「
文
亀
四
」（「
四
」
は
原
「
三
」

と
書
し
、
こ
れ
に
「
四
」
と
重
書
す
。）、「
文
禄
五
」、「
慶
長
十
九
」（「
九
」
は
原
「
七
」

と
書
し
、「
七
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
七
」
の
右
傍
に
「
九
」
と
書
す
。）、「
慶

安
五
」、「
弘
治
四
」、「
萬
治
四
」、「
明
應
十
」（「
十
」
は
原
「
九
」
と
書
し
、「
九
」

に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
九
」
の
右
傍
に
「
十
」
と
書
す
。）、「
明
暦
四
」、「
享
德
四
」、

「
享
禄
五
」（「
五
」
は
原
「
四
」
と
書
し
、「
四
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
四
」
の

右
傍
に
「
五
」
と
書
す
。）、「
延
寳
九
」、「
文
亀
四
」、「
元
亀
四
」、「
明
應
十
」（「
十
」

は
原
「
九
」
と
書
し
、「
九
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
九
」
の
左
傍
に
「
十
」
と
書

す
。）、「
承
應
四
」、「
明
暦
四
」、「
慶
長
十
九
」（「
九
」
は
原
「
七
」
と
書
し
、「
七
」

に
「
九
」
と
重
書
す
。）、「
元
和
十
」、「
天
和
五
」、「
慶
安
五
」、「
延
德
四
」、「
正
保
五
」、

「
享
禄
五
」（「
五
」
は
原
「
四
」
と
書
し
、「
四
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
四
」
の
右

傍
に
「
五
」
と
書
す
。）、「
永
禄
十
三
」、「
文
禄
五
」、「
元
禄
十
七
」、「
弘
治
四
」、「
萬

治
四
」、「
大
永
八
」（「
八
」
は
原
「
七
」
と
書
し
、「
七
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
七
」

の
右
上
に
「
八
」
と
書
す
。）、「
寛
永
廿
一
」、「
天
文
廿
五
」（「
五
」
は
原
「
四
」
と

書
し
、「
四
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
四
」
の
右
下
に
「
五
」
と
書
す
。）、「
寛
文

十
三
」、「
元
亨
四
」、「
永
享
十
三
」、「
長
享
三
」、「
貞
享
五
」、「
康
正
三
」、「
寛
正
六
」（
原

「
六
」
の
下
部
に
「
五
」
と
書
し
、「
五
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
正
」
と
「
五
」

の
間
に
「
六
」
と
書
す
。）、「
永
正
十
八
」（「
八
」
は
原
「
七
」
と
書
し
、「
七
」
に
抹

消
符
を
附
し
て
、「
七
」の
右
上
に「
八
」と
書
す
。）、「
天
正
廿
」（「
廿
」は
原「
十
九
」

と
書
し
、「
十
九
」
に
抹
消
符
を
附
し
て
、「
十
」
の
左
傍
に
「
廿
」
と
書
す
。）、「
文

明
十
八
」
と
。
以
上
の
朱
筆
は
、
重
書
・
訂
正
を
含
め
、
全
て
同
筆
で
あ
る
。
こ
れ

ら
年
号
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
、
室
町
時
代
中
期
、
室
町
時
代
後
期
・
戦
国
期
、
織
豊

期
、
江
戸
時
代
初
期
・
前
期
・
中
期
の
も
の
で
あ
り
、
上
限
が
「
元
亨
四
」、
下
限

が
「
元
禄
十
七
」
で
あ
る
。
朱
筆
の
筆
跡
が
全
て
同
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
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の
朱
書
を
加
筆
し
た
人
物
は
一
人
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
朱
書
に
は
重

書
・
訂
正
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
朱
書
は
複
数
の
段
階
を
経
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
か

と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、「
元
禄
十
七
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
書
に
よ

る
加
筆
時
期
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
年
三
月
一
三
日
）
以
降
と
推
さ
れ
る
。

（
五
）
本
文
料
紙

全
冊
楮
紙

（
六
）
墨
付
葉
数

各
冊
の
墨
付
葉
数
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

二
一
葉

第
二
冊　

二
四
葉

第
三
冊　

二
四
葉

第
四
冊　

一
二
葉

墨
付
全
八
一
葉

（
七
）
遊
紙

各
冊
遊
紙
は
以
下
の
如
し
。

第
一
冊　

前
遊
紙
一
葉　
　

後
遊
紙
一
葉

第
二
冊　

前
遊
紙
一
葉　
　

後
遊
紙
一
葉

第
三
冊　

前
遊
紙
一
葉　
　

後
遊
紙
一
葉

第
四
冊　

前
遊
紙
一
葉　
　

後
遊
紙
一
葉

（
八
）
奥
書
・
識
語

第
一
冊
墨
付
第
一
九
葉
表
左
端
に
「　

以
本
云

上
長
成
抄
ス
猶
漏
脫
号
多
之
」
と
原
識

語
が
存
す
る
（
本
文
と
同
筆
）。

第
三
冊
尾
（
墨
付
第
二
四
葉
裏
）
に
、

此
一
冊
、
権
東
坊
城
式
部
大
輔
菅
長
淳
朝
臣
本
自
當
月

上
旬
於
燈
下
、
連
〻
終
写
功
者
也

天
文
六
暦
拾
月
十
三
日　
　
　
　
　

左
兵
衞
督
在
判

と
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
の
本
奥
書
が
存
す
る
（
本
文
と
同
筆
）。

「
菅
長
淳
」
は
東
坊
城
長
淳
（
一
五
〇
六
～
一
五
四
八
）
を
指
す
。「
左
兵
衞
督
」

は
山
科
言
継
（
一
五
〇
七
～
一
五
七
九
）
と
推
定
さ
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
天
文

六
年
（
一
五
三
七
）
山
科
言
継
書
写
本
『
元
秘
抄
』
一
冊
（
四
一
五
・
四
〇
二
）
が

蔵
さ
れ
て
お
り
、
山
科
言
継
書
写
本
は
該
本
の
親
本
な
い
し
は
祖
本
か
（
（2
（

と
推
測
さ
れ

る
。（

九
）
印
記

な
し

  

縷
々
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
及

び
高
松
宮
本
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
の
書
誌
事
項
を
列
記

し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
纏
め
る
と
次
の
如
き
こ
と
が
言
え
る
。

『
元
秘
抄
』
五
冊
は
、
第
一
冊
（
巻
一
）
か
ら
第
三
冊
（
巻
三
）
が
天
正
一
四
年

書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
四
冊
（
巻
四
）
が
江
戸
時
代
前
期
写
と
推
定
さ
れ
、

第
五
冊
（
巻
五
）
が
江
戸
時
代
中
期
写
と
推
定
さ
れ
、
補
配
本
と
推
定
さ
れ
る
。
墨

筆
の
加
筆
時
期
の
下
限
は
慶
長
年
間
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
該
本
は
、
霊
元
天
皇

が
所
蔵
し
、
享
保
元
年
か
ら
元
文
二
年
の
間
に
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
へ
賜
与
さ
れ
た

後
、
威
仁
親
王
ま
で
有
栖
川
宮
家
に
蔵
さ
れ
、
そ
の
後
高
松
宮
宣
仁
親
王
に
継
承
さ

れ
た
も
の
と
推
さ
れ
よ
う
。

『
元
秘
抄
』
四
冊
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
墨
筆
の

加
筆
時
期
の
下
限
は
天
和
年
間
か
と
推
測
さ
れ
、
朱
筆
の
加
筆
時
期
は
宝
永
元
年
以

降
と
推
さ
れ
る
。
該
本
も
ま
た
、
享
保
元
年
か
ら
元
文
二
年
の
間
に
有
栖
川
宮
職
仁

親
王
へ
賜
与
さ
れ
た
後
、
威
仁
親
王
ま
で
有
栖
川
宮
家
に
蔵
さ
れ
、
そ
の
後
高
松
宮
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宣
仁
親
王
に
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
さ
れ
よ
う
。
更
に
、
該
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部

図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
天
文
六
年
山
科
言
継
書
写
本
『
元
秘
抄
』
一
冊
を
祖
本
も
し
く

は
親
本
と
す
る
も
の
か
と
推
さ
れ
る
。

数
多
く
の
『
元
秘
抄
』
伝
本
の
う
ち
、
現
時
点
に
於
い
て
、
稿
者
が
書
誌
事
項
を

提
示
し
得
た
も
の
は
、
本
稿
と
旧
稿
①
②
と
を
合
わ
せ
て
四
本
に
過
ぎ
ず
、『
元
秘

抄
』
伝
本
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
程
遠
い
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
。『
元

秘
抄
』
伝
本
に
於
け
る
高
松
宮
本
二
本
、
東
園
基
賢
令
写
・
書
写
本
、
田
中
本
の
各

写
本
の
定
位
や
書
承
関
係
な
ど
の
本
文
系
統
に
関
す
る
問
題
は
、
今
後
更
に
『
元
秘

抄
』
伝
本
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
が
旧
稿
①
②
と
と
も
に
『
元
秘
抄
』
の
伝
本
の
書
誌
学
的
な
調
査
・
研
究
や

改
元
・
年
号
関
連
資
料
の
基
礎
的
研
究
の
階
梯
と
し
て
一
助
と
な
る
こ
と
を
念
じ
、

擱
筆
す
る
。

［
謝
辞
］

本
稿
を
為
す
に
際
し
、
該
資
料
の
調
査
で
は
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人 

人
間
文

化
研
究
機
構 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
教
授
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化

科
学
研
究
科
日
本
歴
史
研
究
専
攻
教
授
併
任 

小
倉
慈
司
氏
、
同
館
研
究
部
教
授
・

同
大
学
同
研
究
科
同
専
攻
教
授
併
任 

小
島
道
裕
氏
、
同
館
管
理
部
博
物
館
事
業
課

資
料
係
専
門
職
員 

森
谷
文
子
氏
の
御
高
配
を
賜
っ
た
（
五
十
音
順
）。
茲
に
記
し
て

衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

更
に
小
倉
氏
に
は
調
査
に
て
御
示
教
を
賜
り
、
資
料
も
提
供
し
て
頂
い
た
。
小
倉

氏
に
重
ね
て
衷
心
よ
り
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

  ［
追
記
］

本
稿
脱
稿
後
、
吉
岡
眞
之
・
田
島
公
・
小
倉
慈
司
「
高
松
宮
家
蔵
書
目
録
一
覧
」（
田

島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
七
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）
に
接

し
た
。
当
該
目
録
の
解
説
に
拠
れ
ば
、
当
該
目
録
に
よ
っ
て
一
九
六
五
年
時
点
の
高

松
宮
家
の
蔵
書
の
全
容
が
窺
え
る
と
言
う
（
三
四
六
（
二
九
）
頁
）。
当
該
目
録
に
、

『
元
秘
抄
』
五
冊　

Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
（
ゑ
函
五
―
四
一
）
は
「
外
題
・
目
録

は
霊
元
院　

4
～
5 

江
戸
中
写
、
1
～
3 

室
町
末
写
」（
二
九
九
（
七
六
）
頁
）
と
、

『
元
秘
抄
』四
冊　

Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一（
タ
函
一
〇
）は「
江
戸
初
写
」（
二
八
〇

（
九
五
）
頁
）
と
各
々
著
録
さ
れ
る
。 

（
1
）　

拙
稿
「
元
秘
抄
解
題
」（
水
上
雅
晴
・
石
立
善
主
編
『
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
：
年
号
之
部
』

第
一
冊
・
解
題
集
・
第
一
集 

年
号
勘
文
基
本
資
料
解
題
、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
）、
拙
稿
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
『
元
秘
抄
』

略
解
題
」（『
人
文
学
論
集
』
第
三
七
集
、
二
〇
一
九
年
、
大
阪
府
立
大
学
人
文
学
会
・
人
間
社

会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
・
高
等
教
育
推
進
機
構
）。
以
下
、
本
稿
で
は
、
前
者
を
旧
稿
①
、

後
者
を
旧
稿
②
と
略
称
す
る
。
旧
稿
①
で
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
元
秘
抄
』
二
冊
（
巻
一
明

暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉〔
東
園
〕
基
賢
令
写
、〔
巻
三
〕
明
暦
三
年
〔
東
園
〕
基
賢
写
。
一
四
六

―
一
一
七
）、
旧
稿
②
で
は
歴
博
所
蔵
田
中
本『
元
秘
抄
』二
軸（
巻
一
文
明
一
九
年〈
一
四
八
七
〉

五
月
〔
東
坊
城
〕
和
長
写
、
巻
二
長
享
年
間
〈
一
四
八
七
年
七
月
二
〇
日
～
一
四
八
九
年
八
月

二
一
日
〉〔
東
坊
城
和
長
〕
写
。
Ｈ
―
七
四
三
―
四
六
七
）
の
各
々
略
解
題
を
記
し
た
。
な
お
、

『
日
本
漢
学
珍
稀
文
献
集
成
：
年
号
之
部
』
第
一
冊
・
正
文
・
第
一
集 

年
号
勘
文
基
本
資
料
に

は
影
印
が
備
わ
る
。

（
2
）　
『
元
秘
抄
』
及
び
そ
の
編
者
高
辻
長
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
①
②
に
て
若
干
触
れ
た
。

従
っ
て
本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
省
略
に
従
う
。
旧
稿
①
②
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

歴
博
で
は
、
高
松
宮
本
は
、
Ｈ
―
六
〇
〇
の
資
料
番
号
が
附
さ
れ
、
総
数
一
六
七
一
件
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
歴
博
所
蔵
で
あ
る
も
の
の
、
高
松
宮
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
高
松

宮
家
旧
蔵
本
は
、『
源
氏
物
語
抜
書
』（
Ｈ
―
一
三
四
。
重
要
文
化
財
）、『
和
漢
朗
詠
集
』（
Ｈ

―
一
三
八
。
重
要
文
化
財
）、『
古
今
和
歌
集
恋
歌
抜
書
』（
Ｈ
―
一
四
一
）、『
御
撰
和
歌
集
断
簡
』

（
Ｈ
―
一
四
二
。
重
要
文
化
財
）、『
詞
花
和
歌
集
』（
Ｈ
―
一
四
三
。
重
要
文
化
財
）、『
伏
見
天

皇
宸
翰
御
歌
集
』（
Ｈ
―
一
四
五
―
一
）、『
伝
後
伏
見
天
皇
宸
翰
十
五
首
和
歌
』（
Ｈ
―
一
四
五

―
二
）、『
禁
裏
御
点
取
和
歌
』（
Ｈ
―
一
四
六
）、『
新
楽
府
』（
Ｈ
―
一
六
八
）
で
あ
る
。
高
松

宮
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
高
松
宮
家
旧
蔵
本
は
、
歴
博
に
高
松
宮
本
を
移
管
す
る
以
前
に
、
文

化
庁
か
ら
歴
博
へ
管
理
換
え
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
た
め
、
高
松
宮
本
の
Ｈ
―
六
〇
〇
と
は
異
な

る
資
料
番
号
で
登
録
さ
れ
て
い
る
（
後
掲
註
（
4
）
小
倉
慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」

の
形
成
過
程
」
三
五
四
・
三
七
三
頁
）。

（
4
）　

主
に
小
倉
慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
来
歴
と
そ
の
資
料
価
値
―
歴
史
資
料
を
中

註
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心
に
」（『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
、
二
〇
〇
九
年
〉。
初
出
の
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
来
歴
と
そ
の
資
料
価
値
―
歴
史

資
料
を
中
心
に
―
」〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編『
和
歌
と
貴
族
の
世
界　

う
た
の
ち
か
ら
』〈
塙

書
房
、
二
〇
〇
七
年
〉
を
加
筆
・
改
題
し
た
も
の
）
に
拠
り
、
そ
の
他
、
吉
岡
眞
之
「
は
し
が

き
」（『
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
文
化
資
源
の
高
度
活
用
」　

中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵

書
と
古
典
学
の
研
究
―
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
を
中
心
と
し
て
―　

調
査
報
告
1
（
平
成
一
八

年
度
）』〈「
中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
―
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
を
中
心
と

し
て
―
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
〇
七
年
〉）、
相
馬
万
里
子
「
高
松
宮
旧
蔵
禁
裏
本
と
有

栖
川
宮
伝
来
書
籍
類
に
つ
い
て
」（『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説

編
］』）、
酒
井
茂
幸
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
解
題
―
文
学
資
料
を
中
心
に
―
」（『
高
松
宮

家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』）、「
資
料
番
号
順
・
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏

本
一
覧
」（『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』）、『
高
松
宮
家
伝
来

禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、二
〇
〇
九
年
）「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」

を
参
照
し
た
。
な
お
、
歴
博
所
蔵
の
高
松
宮
本
を
含
め
、
旧
有
栖
川
宮
家
の
蔵
書
群
の
形
成
と

伝
来
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
小
倉
慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
形
成
過
程
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
七
八
集
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
5
）　

前
掲
註
（
4
）『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］』、『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』
を
参
照
。

（
6
）　

小
川
剛
生
「
高
松
宮
家
伝
来
の
禁
裏
文
書
に
つ
い
て
―
室
町
後
期
よ
り
江
戸
前
期
に
い
た
る

「
官
庫
」
の
遺
物
と
し
て
―
」（
前
掲
註
（
4
）『
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
文
化
資
源

の
高
度
活
用
」　

中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
―
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
を
中

心
と
し
て
―　

調
査
報
告
1
（
平
成
一
八
年
度
）』）
七
頁
。

（
7
）　

前
掲
註
（
4
）
小
倉
慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
形
成
過
程
」
三
五
四
頁
。

（
8
）　

田
島
公
「
御
本
御
目
録
」（
毎
日
新
聞
社
「
至
宝
」
委
員
会
事
務
局
編
・
宮
内
庁
協
力
『
皇

室
の
至
宝　

東
山
御
文
庫
御
物
』
4
（
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）。
以
下
、
本
稿
で
田
島

氏
の
説
に
論
及
す
る
場
合
は
当
該
解
説
に
拠
る
。『
御
本
御
目
録
』
は
、
縦
三
五
・
〇
糎　

横

五
〇
・
二
糎
、包
紙
に「
御
本
御
目
録
／
十
四
枚
」と
墨
書
さ
れ
て
い
る（
図
版
解
説
二
〇
三
頁
）。

な
お
、『
皇
室
の
至
宝　

東
山
御
文
庫
御
物
』
4
の
図
版
一
二
四
頁
に
、『
御
本
御
目
録
』
第
一

通
（「
甲
上
」）
の
書
影
が
掲
載
さ
れ
る
。

（
9
）　

石
田
実
洋
「
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』
と
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」（
吉
岡
眞
之
・

小
川
剛
生
編
『
禁
裏
本
と
古
典
学
』〈
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
〉）。
以
下
、
本
稿
で
石
田
氏
の

説
に
論
及
す
る
場
合
は
当
該
論
文
に
拠
る
。

（
10
）　

前
掲
註
（
4
）
小
倉
慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
形
成
過
程
」

（
11
）　

前
掲
註
（
9
）
石
田
実
洋
「
東
山
御
文
庫
本
『
御
本
御
目
録
』
と
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」

中
の
釈
文
及
び
「
付
表
・『
御
本
御
目
録
』
と
現
存
本
の
対
応
（
稿
）」、
前
掲
註
（
4
）
小
倉

慈
司
「「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」
の
形
成
過
程
」
の
「
表
二　

勅
封
120
―
13
―
2
御
本
御
目

録
記
載
書
目
と
現
存
史
料
と
の
対
照
表
」に
拠
る
。
以
下
、東
山
御
文
庫
本『
御
本
御
目
録
』は
、

当
該
石
田
論
文
中
の
釈
文
及
び
「
付
表
・『
御
本
御
目
録
』
と
現
存
本
の
対
応
（
稿
）」、
当
該

小
倉
論
文
の
「
表
二　

勅
封
120
―
13
―
2
御
本
御
目
録
記
載
書
目
と
現
存
史
料
と
の
対
照
表
」

に
拠
る
。
な
お
、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
、
石
田
論
文
の
釈
文
及
び
付
表
で
は
「
八
（「
申
」
・

「
庚
方
」）」
の
番
号
は
「
45
」（
八
〇
頁
）、小
倉
論
文
の
表
二
で
は
「
8
（
枝
番
）

追（
（No
（

45
」（
三
九
五
頁
）

で
あ
る
。

（
12
）　

小
倉
真
紀
子
「『
記
録
目
録
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
）」（
前

掲
註
（
9
）『
禁
裏
本
と
古
典
学
』）「
翻
刻
」
及
び
「
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』
収
載
書
籍
・

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
本　

対
照
表
（
稿
）」
に
拠
る
。
な
お
、
同
表
に
於
け
る
、

「
元
秘
抄　

四
冊
」
の
番
号
は
「
219
」（
五
五
三
頁
）、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
「
420
」（
五
七
一
頁
）

で
あ
る
。

（
13
）　

小
倉
真
紀
子
「
近
世
禁
裏
に
お
け
る
六
国
史
の
書
写
と
そ
の
伝
来
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・

公
家
文
庫
研
究
』
第
三
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
四
・
一
二
五
・
一
二
七
・

一
二
八
頁
。
同
論
文
は
、
初
出
の
「
東
山
御
文
庫
本
『
続
日
本
後
紀
』
と
高
松
宮
本
六
国
史
―

書
写
・
伝
来
の
背
景
に
つ
い
て
―
」（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
（
Ａ
））
研
究
成
果
報
告
書
『
禁
裏
・
宮
家
・
公
家
文
庫
収
蔵
古
典
籍
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
目
録
学
的
研
究
』（
研
究
代
表
者 

田
島
公
）
二
〇
〇
六
年
）
を
加
筆
・
改
題
し
た
も
の
。

（
14
）　

前
掲
註
（
12
）
小
倉
真
紀
子
「『
記
録
目
録
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来

禁
裏
本
）」
の
「
解
題
」
五
〇
二
頁
。

（
15
）　

前
掲
註
（
12
）
小
倉
真
紀
子
「『
記
録
目
録
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮
家
伝
来

禁
裏
本
）」
の
「
高
松
宮
本
『
記
録
目
録
』
収
載
書
籍
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
高
松
宮

本　

対
照
表
（
稿
）」
五
五
三
・
五
七
一
頁
。

（
16
）　

小
川
剛
生
「『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
有
栖
川
宮

本
）」（
前
掲
註
（
9
）『
禁
裏
本
と
古
典
学
』）
の
「
翻
刻
」
に
拠
る
。「
翻
刻
」
に
於
け
る
、「
元

秘
抄　

四
冊
」
の
番
号
は
「
372
」（
五
九
五
頁
）、「
元
秘
抄　

五
冊
」
は
「
385
」（
五
九
五
頁
）

で
あ
る
。
な
お
、
初
出
は
、
前
掲
註
（
4
）『
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
文
化
資
源
の

高
度
活
用
」　

中
世
近
世
の
禁
裏
の
蔵
書
と
古
典
学
の
研
究
―
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
を
中
心

と
し
て
―　

調
査
報
告
1
（
平
成
一
八
年
度
）』
で
あ
る
。

（
17
）　

前
掲
註
（
16
）
小
川
剛
生
「『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』（
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
有
栖
川
宮
本
）」
の
「
解
題
」
五
八
四
頁
。

（
18
）　

前
掲
註
（
16
）
小
川
剛
生
「『
西
面
御
文
庫
宸
翰
古
筆
並
和
漢
書
籍
総
目
録
』（
宮
内
庁
書
陵

部
蔵
有
栖
川
宮
本
）」
の
「
解
題
」
五
八
五
頁
。

（
19
）　

前
掲
註
（
4
）『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］』
に
於
い
て
、『
元
秘
抄
』

五
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
七
八
一
）
は
二
二
六
頁
、『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―

一
〇
一
一
）
は
二
二
七
頁
、『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』

四
六
頁
。
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（
20
）　

筆
跡
Ｃ
は
、『
髙
松
宮
蔵
書
目
録
』（
昭
和
四
〇
年
〈
一
九
六
五
〉
七
月
か
ら
八
月
に
宮
内
庁

書
陵
部
図
書
調
査
室
に
よ
る
調
査
）
に
霊
元
院
の
宸
筆
と
の
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
前
掲
註

（
4
）『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］』
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
稿
者
は
、

歴
博
所
蔵
高
松
宮
本
の
う
ち
、『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類
目
録
編
］』
に
於
い
て
外

題
の
み
も
含
め
て
霊
元
天
皇
宸
筆
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
資
料
と
筆
跡
Ｃ
と
を
「
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
れ
き
は
く
」
の
「
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
画
像
及
び
歴
博
第

一
調
査
室
架
蔵
の
紙
焼
き
写
真
帳
を
用
い
て
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
稿
者
は
、
該
本
の
筆
跡

Ｃ
を
積
極
的
に
霊
元
天
皇
宸
筆
と
は
同
定
し
難
い
と
思
量
さ
れ
る
。
な
お
、『
髙
松
宮
蔵
書
目

録
』
は
、
小
倉
慈
司
氏
か
ら
御
示
教
を
得
、
更
に
は
資
料
提
供
を
受
け
た
。

（
21
）　

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
山
科
言
継
書
写
本
『
元
秘
抄
』

一
冊
（
四
一
五
・
四
〇
二
）
が
『
元
秘
抄
』
四
冊
（
Ｈ
―
六
〇
〇
―
一
〇
一
一
）
の
親
本
な
い

し
は
祖
本
と
推
さ
れ
る
こ
と
は
、
既
に
前
掲
註
（
4
）『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
分
類

目
録
編
］』
二
二
七
頁
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
七
日
審
査
終
了
）




